
■「ちょうどいい広さの拠点がほしい」。その声は、大型施設の現場にあった 

当社は、延床面積約 1万坪の「アライプロバンス浦安」（2021年 10月竣工）、約 2.6万坪の「アライプ

ロバンス葛西」（2024年 8月竣工）を開発・運営してきました。葛西には最小約 350坪の小区画フロアが

あり、物流事業者はもちろん、EC、建設関連、リースなど、さまざまな業種の企業が入居しています。 

その募集や入居後の対話の中で繰り返し耳にしたのが「ちょうどいい広さの施設がほしい」という声でし

た。広すぎず、狭すぎず、保管も配送も営業も自社の仕事にぴったり合う拠点。現場で聞こえたその声

が、ＨＡＣＯＳＴＡの出発点です。 

 

■使い方は、企業の数だけある 

同じ物流拠点でも、企業によって求める姿は違います。 

商品の保管と配送。倉庫と事務所を併せ持つ営業拠点。都市部へのラストワンマイル配送。 

ＨＡＣＯＳＴＡは、企業ごとに違う「使い方」に寄り添う拠点を目指します。 

新築では、毎日の仕事の流れを思い描きながら、車両の出入り、荷役の動線、倉庫と事務所の配置まで、

現場での使いやすさから逆算して計画します。再生では、立地と建物の個性を活かして改修し、機能も 

外観も一新します。 

「うちの仕事に、ちょうどいい」。そう感じていただける拠点を、かたちにしていきます。 

 

■ＨＡＣＯＳＴＡの展開状況  

 

【ＨＡＣＯＳＴＡ 浮間】 

既存物件を再生 販売済み 

 

浮間舟渡倉庫 外観写真挿入スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


